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1. はじめに
スタイラスで書き込んだ文字をテキストデータに変

換する手書き文字認識技術は広く普及している．「く

せ字登録」などのカスタマイズ， HMM などを用いた

認識アルゴリズムの改良[1]，学習データの収集[2]，
1 ストローク描く毎に動的に候補が検索・表示される
インタフェース[3]などによって日々進歩しているもの
の，依然として誤認識が多いのが現状であり，速度と

信頼性においてキーボードより劣っていると考えられ

ている．根本的な誤認識の要因としては，そもそも私

たちが使用する文字の中に，「ぬ」と「め」など似た文

字が存在することがあげられる．これを回避すべく，

逆に文字の形状自体を変えてしまう発想が Palm の

Graffiti[4], XEROXの Unistrokes[5]である．これは，
T を のように， K を のように書くことで誤

認識を減らすことに成功している．しかし，これらの文

字の一部は認識精度の高さと引き替えに読みにくい

形状をしており，今度はこうしたコンピュータ側のルー

ルを人間が覚えなければならない．

人間の書いたどんな字でも認識できるようにコンピ

ュータに要求するのはいささか人間側のわがままで

はないだろうか．逆にコンピュータが確実に認識でき

る字体を人間に強いるのはコンピュータ側のわがまま

ではないだろうか．コンピュータが人間に合わせきれ

ない部分だけ人間が譲歩する……こうした「歩み寄

り」こそが必要であると筆者らは考えた．そこで本稿で

は，文字認識のプロセスにおいてコンピュータと人間

が相互に歩み寄り，お互いの負担が少ないかたちで

コンセンサスを得るため，コンピュータが認識に苦労

する文字について，認識されやすいように人間側が

書きぐせを修正していくシステムを提案する．

2. システム概要
本システムは，ユーザの書きぐせの中で，文字認

識の観点から紛らわしい文字ほど近くなるような「くせ
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字マップ」を表示する（図 1 ）．これらの文字につい
て，紛らわしさを減らすためにユーザは自分の書きぐ

せを修正していく．たとえば「ぬ」と「め」が紛らわしい

と，この二つの文字は近くに表示されるが，「ぬ」の１

画目を「め」より丸く書くように自分の書きぐせを直せ

ば，くせ字マップ上で離れた位置に表示されるように

なる（動画参照[6]）．

図 1 くせ字マップの例

また，くせ字マップ全体において誤認識の起こりや

すさを示すスコアも定義し，表示するようにした．マッ

プとスコアは他のコンピュータと送受信できるようにな

っており，他者とマップを見せ合ったり，スコアを競い

合ったりすることができる．さらに自分の定義したくせ

字を練習するフェーズも用意した．これはいわゆるお

手本をなぞる学習ソフトとは違い，「いかに他の文字

を突き放すか」を競うものとなっており，他の文字との

距離をリアルタイムで表示する．

2.1 くせ字セット

システムでは，ユーザが書いた文字をデータベー

スに登録し蓄積する．「くせ字セット」は各文字から１

つずつ代表となる手書き文字を選出することで構成

され，手書き入力された文字が何であるか認識する

際に使用される．文字認識の精度は，ここでどの文字

を選出するかによって大きく影響を受ける．

入力された手書き文字を認識する際，システムは

入力された各ストロークについて， 10～ 20個の代表
点を選出している．その各代表点の座標および代表

点間の曲がり方向の角度の系列を「くせ字セット」内

の各サンプル文字と突き合わせ，位置座標の場合は



2点間のユークリッド距離を，角の場合はその角度差

を算出する．ここでの比較には DP 照合法を用いて
いる．このとき，差の最も小さくなる文字が入力された

文字と解釈される．また，差が2番目に小さい文字は，

誤認識する可能性の一番高い文字であるということが

できる．

2.2 くせ字マップ

ここでは「くせ字セット」に登録されている文字同士

の相違度を空間における「距離」に見立て，似ている

文字同士が近く，似ていない文字同士が遠くなるよう

に配置する．これによって各文字の相互関係を視覚

的に理解できるようになり，ユーザが自分の文字をど

のように改善すべきかを把握することができる．

2.3 スコアの算出

さらに，「くせ字セット」において誤認識がどの程度

起きるかの指標としてスコアを算出した．文字 Ci と Cj
の相違度が aijで与えられるとき，スコア S を以下のよ
うに逆二乗の総和として定義した．極端に紛らわしい

文字対が存在していた場合はスコアが跳ね上がる

(nはくせ字セットの文字数， KG は比例定数）．

2.4 練習フェーズ

システムには，自分が登録・修正した書きぐせを練

習するためのフェーズを用意した．これは，いわゆる

漢字ドリル的なものとはかなり異なる．ドリル的な練習

では，「美しい字」をお手本として，ときにはその文字

をなぞるように練習し，一貫してその美しい文字が書

けるように練習する．このような文字学習支援システ

ムも多い[7]．しかし「認識率を上げる」ための練習の
場合，重要なのは美しく書くことではなく「他の文字と

差異をつけて書くこと」であり，その差異が広がるなら

むしろ字を汚くするほうがよい．また，一貫性をもって
．．．．．．．．．．．

書く必要のある文字と，多少「手を抜いて」書いても正

しく認識される文字がある．

練習フェーズでは，文字を入力している最中にリア

ルタイムで認識状況を表示する（動画参照[6]）．本シ

ステムでは，書こうとする文字が正しく認識されるだけ

なく，他の文字との類似度が低いことを理想としてい

る．この状態を指標化するため，「二位との距離」を得

点として導入した．ユーザはこの得点から自分の上達

状況を把握し，効果的な練習を行うことができる．

図 2 練習フェーズの画面

3 考察

本システムは現時点でひらがなやカタカナなど

限られた種類の文字を想定している．漢字につい

ては変換機能を用いて打開できるものの，効率の

面から考えれば漢字の直接入力にも対応すべきで

ある．そのためには，最小限の努力でマップを作

れるような工夫が必要であると考えられる．

また，このシステムによって自分の書きぐせを

修正すると，普段の手書き文字がその影響を受け

「美しい文字」でなくなることも危惧される．し

かし，たとえば我々が大人相手と子供相手とで話

し方を変えるように，筆記においても書き分けが

できる可能性があるので，今後の実験によって明

らかにしていきたい．（もし，普段の手書き文字

が影響を受けたとしても，それを OCR で認識す
る際の精度が上がるのであるから一概に悪いとは

いえないのかもしれない．）

現在，本システムはマップおよびスコアをエクスポ

ートできる機構を持っているが，今後はこれらをインタ

ーネット上で共有することにより苦手とする文字を克

服し合うコミュニティに発展させたい．それが成功す

れば，ユーザが普遍的に苦手とする傾向を集計する

こともできる．今後は，このシステムによる学習効果を

測定する評価実験を行う予定である．
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